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Educational Attitudes of Muslim Women in East London:  





This paper investigates the educational attitudes of British Muslim women in East London. 
Based on data collected in interviews conducted in East London, this paper attempts to 
answer the following questions: What do Muslim women recognize the meaning of 
education, and what influence do their families and faith have on their educational 
aspirations? The findings showed that the informants had high educational aspirations for 
several reasons. First, they were strongly pressured to gain educational qualifications in 
order to take good jobs, build their careers and be free from the control of their families. 
Second, their parents were eager to educate their daughters but could not necessarily 
provide them with direct support because of their ignorance of the British educational 
system and their own low educational levels. Nevertheless, the informants’ parents 
supported them spiritually and morally. Third, Islam encourages these women to study 
hard in various ways. The informants understood Islam as a system of gender equality, and 
they thought that Islam promotes women’s education. Furthermore, the informants 
referred to these Islamic ideas to justify their engagement in education. These findings 
demonstrated that the Islamic faith did not prevent the informants from attaining an 
education. Instead, with the support of Islam and their families, these Muslim women had 
adapted to the British educational system. 
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I  問題の所在――イギリスの女性ムスリムと教育 
 本稿は，ムスリム女性への筆者によるインタビュー・データをもとに，彼女たちの教育シス








を学校に課した［安達 2013b］。それは 2005 年のテロへの一つの反応であり，イギリス生ま










深刻な問題となっている。それは，2015 年 2 月，ムスリムが集住するイースト・ロンドンの
一地区にある「ベスナル・グリーン・アカデミー（Bethnal Green Academy）」の 3 人の女子
生徒が，「イスラーム国」に参加するためにシリアに渡航するという事件が報じられて以降，改
















II  イギリスの教育システムへの女性ムスリムの統合 
 ムスリムは，イギリスでもっとも急速に増大している宗教集団である。国勢調査によると，
イングランドとウェールズにおけるムスリム人口は，2001 年にはおよそ 155 万人（総人口の
3.0%）であったが，2011 年には 270 万人（同 4.8%）へと増加している。ムスリムは，とりわ
け若年層にその人口が集中しており，2011 年時点で，ほぼ半数（48.4%）が 24 歳以下となっ














                                                          
2) 「主体性」とは，「アイデンティティが複数の文化的共同体に埋め込まれたことを認めつつ，ときどき
の状況に応じてその 多様な源泉を調整・利用することで複雑な環境に適応するため，弾力的なアイデ






 ところが，労働党政府により教育予算が増額された 1990 年代後半以降，ムスリムの成績の
大幅な改善が見られている。たとえば，イングランドとウェールズでは，白人系で学位以上の






ランドにおける GCSE 試験において 5 科目以上合格点を獲得した生徒の割合は，白人系イギリ
ス人において女子 59%，男子 52%に対して，バングラディシュ系では女子 58%，男子 50%と
遜色がなく，パキスタン系でも女子 53%，男子 46%となっている4) 。同様に，1994/5 年から
2012/13 年にかけて，大学（First Degree）の第一学年に在学している学生数のエスニシティ
ごとの推移見てみると，白人系女性の在学人数は 56%（98,125 人→152,750 人）の増大となっ













学における「制度的差別」によるものであるという指摘も存在している［Noden et al. 2014］。また，
マイノリティの学生は，大学進学において新設校に集中する傾向にあり，「オックス-ブリッジ」といっ
た伝統的な権威ある学校への入学には差別が存在していると考えられている［Modood and Berthoud 
eds. 1997］。 
4) 「GCSE（＝一般教育修了資格）試験」は，義務教育修了時（16 歳）の学力を測定する試験であり，そ
こで 5 科目以上合格点（A+～C）を獲得した者に，2 年間のシックス・フォーム・カレッジ［大学進学
準備校］への入学が認められる。GCSE 試験の結果は，イギリスの子どもの学力の変化を知るために，
もっともよく参照される指標である。なお，大学進学には，さらに 17・18 歳時に受ける「GCE（General 
Certificate of Education）試験」（いわゆる A レベル）において合格点を獲得する必要がある。 

































































IV  調査概要 
 本稿の分析は，イギリスのタワー・ハムレット地区における，35 名の女性ムスリムへのイン
タビュー調査をもとにしている。タワー・ハムレットは，首都ロンドンの東部に位置し，いわ










り，ロンドンの平均である 9.1%よりも高い水準にある。2011 年，同地区において，16-64 歳
の間でいかなる教育資格も有していない者の割合は，15%を超えており，それはロンドンで 5
番目に高い値である。中でも，多数派を占めるバングラディシュ系の教育達成の度合いは低く，
わずか 16%が学位を有しているに過ぎない（インド系 69%，白人系 47%，パキスタン系 45%）。
ただし，年代が若いほど，学位資格を保有する率は高くなり，16-24 歳の間で 21.7%，25-49





査期間は 2014 年 2-3 月，2015 年 2 月の間であり，インフォーマントの家および大学でおこな
われた数組を除き，LMC のミーティング・ルームが会場となった。インタビューは，個人面
接法あるいは少人数（2-3 名）の集団面接法に基づき，90-120 分の時間，英語で実施された。 
 本研究のインフォーマントの特徴は，表 1 に示されている。年齢は，10 代が 10 名，20 代が
14 名であり，そのほとんどが 2000 年以降に義務教育を経験している世代である。加えて，30
代が 7 名，40 代が 3 名，50 代が 1 名参加している。エスニシティは，1 名のアフリカ系およ
び 3 名の混血を除く，残りすべてがアジア系（31 名）である。その大半（23 名）がバングラ
ディシュ系であり，その他は，パキスタン系が 5 名，インド系が 1 名，アジア系の混血が 2 名
である。インフォーマントのほとんどは第二世代（26 名）であるが，第一世代が 6 名，第三世
代も 3 名いた。学歴は総じて高く，26 名が高等教育の経験者である。ただし，全員が<中等教
育→シックス・フォーム→大学（→大学院）>というルートをストレートに経験しているわけ















表 1  インフォーマントの属性 
名前 年齢 エスニシティ 出身国（母方） 出身国（父方） 世代 終在学校 地位 学歴（母） 学歴（父） 
Alimah 52 パキスタン パキスタン パキスタン 2 カレッジ 卒業 大学 カレッジ 
Ambreen 16 アジア系 バングラディシュ 混血 3 セカンダリー 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Asma 22 混血＊ モーリシャス マダガスタル 2 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Banan 24 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Durrah 39 インド インド インド 2 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Fahima 28 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Halimah 27 パキスタン パキスタン パキスタン 2 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Harir 17 パキスタン パキスタン パキスタン 2 シックス・フォーム 現役 不明 不明 
Inam 19 パキスタン パキスタン パキスタン 2 大学 現役 大学 中等教育以下 
Jakera 40 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 1 大学院 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Jannah 18 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Karam 27 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 現役 カレッジ カレッジ 
Lola 22 ナイジェリア ナイジェリア ナイジェリア 2 大学 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Malikah 26 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 卒業 不明 不明 
Michel 19 混血 中国 スコットランド 2 大学 現役 資格なし カレッジ 
Nafisah 22 混血 インド モザンビーク 3 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Najah 19 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 シックス・フォーム 現役 中等教育以下 不明 
Nasira 18 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Nazma 36 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学院 現役 資格なし 大学 
Parveen 31 パキスタン パキスタン パキスタン 2 大学院 卒業 資格なし 資格なし 
Poppy 28 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 1 大学院 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Rafima 30 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 シックス・フォーム 現役 不明 中等教育以下 
Raniyah 40 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 1 セカンダリー 中退 不明 不明 
Rehana 26 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 1 大学 卒業 中等教育以下 大学 
Rukshana 25 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 1 大学院 卒業 中等教育以下 大学 
Salimah 33 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 卒業 不明 不明 
Shamina 25 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 卒業 中等教育以下 不明 
Shirina 31 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 現役 資格なし 資格なし 
Syeda 40 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 1 大学院 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Tasrin 31 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学院 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Tazmin 19 アジア系 バングラディシュ 混血 3 シックス・フォーム 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Thahera 18 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 セカンダリー 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Toslima 18 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 シックス・フォーム 現役 中等教育以下 中等教育以下 
Yasmin  22 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 卒業 中等教育以下 中等教育以下 
Zaheda 25 バングラディシュ バングラディシュ バングラディシュ 2 大学 現役 中等教育以下 中等教育以下 
＊母方・父方の出身国がアフリアであるのに対して，エスニシティが，「アフリカ系」ではなく「混血」で
あるのは，母親が「アジア系アフリカ人」であり，父が「アフリカ系」であることによる。 








を柔軟に設定することができるという利点を有している［Braun and Clarke 2006］。以下では，
その分析結果について検討する。 
 
V  教育意識 
 まず，インフォーマントが，教育に対してどのような意識を有しているのかを明らかにする。
先行研究は，近年のイギリスの女性ムスリムが，教育に対して強い関心を抱いていることを指


















                                                          








































































































                                                          
6) 実際，両親が結婚を決めるケースは，教育の資格を有していない集団に見られる特徴である［Modood 
and Berthoud eds. 1997］。 
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の自己呈示戦略を有している。その たるものが，＜宗教／文化＞の区別である［安達 2013a; 
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